
　
　
六
月
五
日

　
八
時
四
十
五
分
妙
高
寺
へ
。
打
ち
合
わ
せ
。
十
時
世
田
谷
村
。
ユ
タ
州
の

婦
人
二
名
帰
国
。
十
一
時
半
大
学
橋
本
さ
ん
来
室
。
昼
食
を
一
緒
す
る
。
十

三
時
教
室
会
議
。
十
八
時
三
〇
分
明
日
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
準
備
を
終
え
て
世

田
谷
に
戻
る
。

　
六
月
六
日

　
六
時
屋
上
菜
園
に
上
り
二
種
類
の
朝
顔
の
種
を
ま
く
。
二
日
程
水
に
つ
け

て
お
い
た
種
な
の
で
今
度
は
芽
を
出
す
だ
ろ
う
。
菜
園
の
朝
は
良
い
香
り
に

包
ま
れ
て
気
持
が
良
い
。
。
少
し
ば
か
り
の
設
計
メ
モ
を
記
す
。

　
今
日
の
院
レ
ク
チ
ャ
ー
で
何
を
講
じ
ら
れ
る
か
、
一
時
間
半
の
時
間
は
重

要
だ
。
時
々
、
現
場
で
良
い
考
え
を
得
る
よ
う
に
、
講
議
だ
っ
て
私
に
と
っ

て
は
あ
る
種
の
現
場
だ
か
ら
な
。
院
レ
ク
チ
ャ
ー
は
設
計
の
現
場
の
ラ
イ
ブ

で
も
あ
る
、
時
に
は
ね
。
ズ
ッ
ー
と
や
っ
た
ら
一
人
よ
が
り
の
馬
鹿
だ
け
れ

ど
、
時
に
は
や
ろ
う
。

　
十
時
四
〇
分
よ
り
レ
ク
チ
ャ
ー
。
眼
の
前
で
居
眠
り
し
て
い
る
奴
が
い
て

話
す
意
欲
が
そ
が
れ
る
。
眠
る
く
ら
い
な
ら
来
な
い
で
く
れ
と
叫
び
た
い
。

私
だ
っ
て
伝
え
た
い
事
が
あ
る
か
ら
話
し
て
い
る
ん
だ
ぜ
。

　
十
四
時
李
祖
原
と
再
会
。
上
海
ス
タ
ジ
オ
の
件
、
中
国
の
仕
事
の
件
な
ど

話
し
合
う
。
「
早
稲
田
ス
タ
ジ
オ
Ｇ
チ
ャ
イ
ナ
」
の
名
前
で
や
ろ
う
と
決
め

た
。
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
。
十
五
時
設
計
製
図
採
点
。
少
し
気
を
入

れ
て
個
人
指
導
し
た
の
で
、
こ
こ
二
、
三
年
の
体
多
落
、
低
調
さ
は
払
拭
さ

れ
た
。
指
導
し
た
者
の
大
半
は
Ａ
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
。

と
す
れ
ば
、
こ
こ
数
年
の
ド
ン
底
現
象
の
一
因
は
、
教
師
の
側
に
も
あ
っ
た

と
言
う
事
で
あ
る
。
李
祖
原
と
夕
食
を
共
に
し
て
世
田
谷
に
戻
る
。

　
六
月
七
日

　
七
時
半
屋
上
菜
園
に
生
ゴ
ミ
を
埋
め
る
。
屋
上
は
生
命
力
に
溢
れ
て
い
る
。

九
時
地
下
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
十
二
時
修
了
。
十
四
時
三
〇
分
大
学
。
昨
日
か

ら
同
室
に
李
祖
原
が
い
て
、
時
々
中
国
語
で
電
話
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、

仲
々
変
な
雰
囲
気
で
良
い
。
そ
う
言
え
ば
鈴
木
博
之
に
も
随
分
会
っ
て
い
な

い
が
元
気
で
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
か
。
李
祖
源
上
海
事
務
所
よ
り
、
大
連
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
を
得
る
。
十
五
時
公
開
講
評
会
。
二
〇
時
半
迄
。
ど
ん

底
状
態
で
あ
っ
た
学
科
の
設
計
製
図
も
今
年
は
よ
う
や
く
上
向
き
で
良
か
っ

た
。

　
六
月
八
日
　
日
曜
日

　
今
日
は
休
め
る
。
六
時
「
建
築
学
の
教
科
書
」
読
む
。
鈴
木
さ
ん
の
「
建

築
の
強
さ
に
つ
い
て
」
読
ん
だ
。
公
共
投
資
と
は
何
か
に
つ
い
て
彼
は
考
え

て
い
る
な
。
面
白
い
も
の
で
文
を
読
ん
で
い
る
と
対
面
し
て
い
る
よ
う
な
気

分
に
な
る
な
。
藤
森
照
信
の
「
謎
の
お
雇
い
建
築
家
」
読
ん
で
い
る
と
彼
の

背
中
を
眺
め
て
い
る
よ
う
だ
よ
。
「
お
城
も
宮
殿
も
原
爆
ド
ー
ム
も
」
木
下

直
之
も
面
白
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
歴
史
家
の
論
述
は
イ
イ
も
の
が
多
い
。
亡

く
な
っ
た
坂
崎
乙
郎
の
「
エ
ゴ
ン
・
シ
ー
レ
」
岩
波
書
店
を
読
む
。
坂
崎
乙

郎
は
高
校
時
代
の
ド
イ
ツ
語
の
先
生
だ
っ
た
。
エ
ゴ
ン
・
シ
ー
レ
は
前
か
ら

関
心
を
持
っ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
の
画
家
だ
が
、
こ
の
本
を
読
む
事
で
、
彼
が

一
九
〇
〇
年
代
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
な
か
ん
づ
く
七
〇
〇
年
続
い
た
ハ
プ
ス

ブ
ル
グ
帝
国
の
ウ
ィ
ー
ン
の
崩
壊
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
鋭
敏
な
感
覚
を
持

っ
た
画
家
で
あ
る
事
を
了
解
し
た
。
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
、
オ
ッ
ト
ー
・
ワ
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ー
グ
ナ
ー
と
も
接
触
し
て
い
た
よ
う
だ
。
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